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昨
年
（
二
〇
二
五
年
）
は
高
知
県
内

の
文
化
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

（
持
続
可
能
性
）
を
考
え
る
上
で
、タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
一
年
で
し
た
。

本
県
で
は
こ
こ
数
年
、
歴
史
博
物
館
や

科
学
館
の
開
館
、
植
物
園
の
盛
況
な
ど

文
化
施
設
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
多
く
の
文
化
施
設
は
三
〇
年

以
上
が
経
過
し
、
設
備
の
老
朽
化
や
収

蔵
庫
の
維
持
、
集
客
数
・
予
算
確
保
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
が
収
蔵
品

整
理
な
ど
を
理
由
に
展
示
室
を
公
開
中

止
と
す
る
な
ど
、
文
化
施
設
の
持
続
可

能
性
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

契
機
と
な
っ
た
の
は
昨
年
の
県
議
会

六
月
定
例
会
。
高
知
県
は
年
間
利
用
者

が
五
万
人
を
超
え
る
県
立
五
施
設
（
美

術
館
、
坂
本
龍
馬
記
念
館
、
牧
野
植
物

園
、
高
知
城
歴
史
博
物
館
、
の
い
ち
動

物
公
園
）
を
県
の
「
直
指
定
」
か
ら
民

間
事
業
者
を
含
め
た
公
募
に
切
り
替
え

る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
五

施
設
を
運
営
す
る
外
郭
団
体
を
「
自
律

性
向
上
団
体
」
と
位
置
付
け
、
剰
余
金

の
返
納
免
除
や
県
の
職
員
給
与
へ
の
関

与
中
止
、
常
勤
役
員
の
公
募
要
請
な
ど

の
運
営
改
革
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
間
の
活
力
で
自
治
体
の
経
営
改
善

を
図
る
た
め
に
始
ま
っ
た
指
定
管
理
者

制
度
は
本
県
で
も
二
〇
〇
四
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
知
県
は
貴

重
な
歴
史
資
料
を
扱
う
専
門
性
や
継
続

性
な
ど
の
観
点
か
ら
「
直
指
定
」
と
い

う
形
で
、
五
年
ご
と
に
審
査
は
受
け
ま

す
が
、
県
文
化
財
団
な
ど
の
外
郭
団
体

に
施
設
運
営
を
継
続
し
て
任
せ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
民
間
事
業
者
を
含
め
た

公
募
に
な
る
と
、
職
員
は
五
年
に
一
回
、

雇
い
主
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
雇
用
不
安
が
発
生
す
る
わ
け
で
、
こ

の
点
が
特
に
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

改
革
案
に
つ
い
て
県
が
募
集
し
た
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
、
三
〇
一
の

個
人
・
団
体
か
ら
七
九
四
件
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
個
人
・
団
体
の
内

訳
は
、
県
内
一
六
七
、
県
外
一
一
八
、

不
明
一
六
で
、
直
接
本
県
と
は
関
係
の

な
い
全
国
の
文
化
関
係
者
か
ら
も
多
く

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
職
員
の
雇
用
不

安
や
県
の
文
化
政
策
の
在
り
方
に
つ
い

て
広
く
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
（
文
化

政
策
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
高
知
調
べ
）。

こ
の
前
後
に
は
、
浜
田
省
司
知
事
の
説

明
や
軌
道
修
正
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
の

検
証
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
二
〇
二

五
年
度
に
公
募
対
象
と
な
る
高
知
城
歴

史
博
物
館
の
設
置
管
理
条
例
改
正
案
な

ど
関
連
議
案
は
、
県
議
会
九
月
定
例
会

で
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
新
聞
記
者
と
し
て
文
化
行

政
の
取
材
に
長
く
関
わ
っ
て
き
た
私
や

県
内
の
文
化
関
係
者
の
も
と
に
も
、
県

外
か
ら
公
募
問
題
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

の
助
言
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

他
県
施
設
の
運
営
に
関
す
る
実
例
を
耳

に
す
る
う
ち
に
、
高
知
県
は
「
豊
富
な

文
化
資
源
を
活
か
し
た
今
後
の
文
化
政

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
」
と
疑
問
に
思
う
と
と
も
に
、

自
分
た
ち
は
「
文
化
施
設
の
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
や
高
知
の
文
化
政
策
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
自
省
の
念
も
わ
い
て
き

ま
し
た
。
当
初
は
雇
用
問
題
や
文
化
で

収
益
を
上
げ
る
と
い
う
知
事
の
発
言
に

注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の

間
で
は
、
施
設
設
置
者
で
あ
る
行
政
や

文
化
施
設
の
職
員
、
研
究
者
、
市
民
も

含
め
て
、
広
い
視
点
で
施
設
の
持
続
可

楠
瀬
　
慶
太

楠
瀬
　
慶
太

文
化
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

文
化
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

～
文
化
政
策
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
高
知
の
設
立
～

～
文
化
政
策
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
高
知
の
設
立
～
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オンライン含めて約160人が参加したシンポジウム

く
す
の
せ
　
け
い
た

一
九
八
四
年
香
美
市
生
ま
れ
。

専
門
は
日
本
村
落
史
。
高
知
新
聞
記
者

を
経
て
二
〇
二
五
年
か
ら
高
知
工
業
高

等
専
門
学
校
准
教
授
。
文
化
政
策
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
高
知
共
同
代
表
、
高
知

地
域
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
・
会

計
。

能
性
や
文
化
政
策
の
未
来
を
考
え
る
場

が
必
要
だ
と
い
う
声
が
徐
々
に
起
き
て

い
ま
し
た
。

　

文
化
政
策
ラ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
高
知
は
、

こ
う
し
た
声
を
受
け
、
県
内
外
の
文
化

関
係
者
が
中
心
と
な
り
、
約
三
五
人
の

メ
ン
バ
ー
で
昨
年
九
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
の
福
島

幸
宏
さ
ん
と
私
が
共
同
代
表
、
世
話
役

を
ひ
ま
わ
り
乳
業
の
吉
澤
文
治
郎
さ
ん
、

東
京
大
学
教
授
の
小
林
真
理
さ
ん
、 

東

京
都
立
大
学
大
学
院
生
の
吉
澤
林
助
さ

ん
が
務
め
て
い
ま
す
。
設
立
ま
で
の
二

カ
月
間
、
ウ
エ
ブ
会
議
や
会
合
を
複
数

回
重
ね
、
活
動
方
針
や
企
画
を
練
り
、

現
在
も
継
続
的
に
勉
強
会
を
続
け
て
い

ま
す
。
会
の
名
称
は
、
特
定
の
人
の
会

合
で
な
く
、
円
卓
の
席
は
い
つ
も
空
い

て
い
て
文
化
政
策
に
関
心
の
あ
る
誰
も

が
参
加
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、「
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
と
い
う
名
称
を
採

用
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
職
員
や
学
芸
員
が
、
館
を

越
え
て
施
設
の
在
り
方
や
文
化
政
策
に

つ
い
て
議
論
す
る
機
会
は
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
議
論
の
積
み
重
ね
や

県
外
の
方
々
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
が
、

施
設
運
営
や
文
化
政
策
の
拡
充
に
は
欠

か
せ
な
い
と
考
え
、
昨
年
九
月
に
オ
ン

ラ
イ
ン
の
設
立
報
告
会
、
一
〇
月
に
は

高
知
市
で
一
般
公
開
の
設
立
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
政
策
と
文
化
施
設
の

い
ま
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
で

は
、
全
国
の
文
化
施
設
の
運
営
評
価
に

関
わ
る
小
林
さ
ん
が
「
近
年
の
地
方
自

治
体
設
置
の
文
化
施
設
を
取
り
巻
く
状

況
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し
、
日
本
博

物
館
協
会
専
務
理
事
の
半
田
昌
之
さ
ん

ら
県
内
外
の
六
人
と
文
化
施
設
の
持
続

性
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た

（
写
真
）。

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
高
知
で
は
、
県

内
外
の
最
新
の
知
見
を
学
ぶ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
講
演
会
を
今
後
も
開
催
し
て
い

き
ま
す
。
本
年
三
月
に
は
、
昨
年
の
設

立
報
告
会
・
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
内
容
を
ま
と
め
た
記
録
集
を
刊
行
し

ま
す
。
ま
た
、
二
月
七
日
に
は
文
化
庁

で
博
物
館
政
策
を
担
当
す
る
中
尾
智
行

氏
を
講
師
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
「
博

館
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
？
」

を
開
催
し
ま
す
（
詳
細
は
ラ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
高
知
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
）。
さ
ら
に
二
〇
二
七
年
度
に
改
訂

さ
れ
る
今
後
一
〇
年
の
県
の
文
化
政
策

の
指
針
と
な
る
「
高
知
県
文
化
芸
術
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
も
、
検
証
や

改
訂
の
提
言
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

県
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、「
文
化
や

芸
術
は
、
人
の
心
を
豊
か
に
し
、
ま
た
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、

社
会
を
変
え
て
い
く
力
の
源
泉
で
あ
る

と
と
も
に
、
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
く

た
め
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
、
燃
料
で
も

あ
り
ま
す
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、
環
境
・
社
会

・
経
済
な
ど
が
将
来
に
わ
た
っ
て
適
切

に
維
持
・
保
全
さ
れ
、
発
展
で
き
る
こ

と
で
す
。
持
続
可
能
性
を
見
出
す
に
は
、

ま
ず
は
館
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
働
き
方
、

地
域
や
調
査
研
究
と
の
向
き
合
い
方
な

ど
、
設
置
者
や
運
営
者
、
来
館
者
ら
が

客
観
的
に
文
化
施
設
の
在
り
方
を
検
証

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

私
も
高
校
生
の
時
に
博
物
館
を
訪
れ
、

歴
史
の
探
求
と
い
う
夢
を
抱
き
、
文
化

に
心
動
か
さ
れ
た
一
人
で
す
。
文
化
芸

術
の
支
援
拠
点
と
な
る
文
化
施
設
が
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
多
く
の
県
民

の
皆
様
に
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
議

論
の
場
を
通
し
て
、
お
知
恵
を
お
貸
し

頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
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目
代
　
美
和

目
代
　
美
和

高
知
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
歩
み

高
知
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
歩
み

ー
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、地
域
に
響
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
文
化
を
ー

ー
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、地
域
に
響
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
文
化
を
ー

　

私
た
ち
「
高
知
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
は
創
設
か
ら
二
十
五
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
る
。
歩
ん
で
き
た
年
月

を
振
り
返
る
と
、
音
楽
そ
の
も
の
だ
け

で
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
地

域
と
の
関
係
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
歴

史
で
あ
っ
た
と
、
あ
ら
た
め
て
深
く
実

感
す
る
。

　
「
高
知
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

は
二
〇
〇
〇
年
に
、
高
知
出
身
の
作
編

曲
者
・
利
根
常
昭
氏
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
高
知
県
内
の
有
志
音
楽
家
ら
と
と

も
に
誕
生
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
中
央

の
第
一
線
で
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
多

彩
な
音
楽
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
利
根

常
昭
氏
が
、故
郷
・
高
知
に
戻
り
、「
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
＝
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
と
い
う
固

定
観
念
を
超
え
た
新
し
い
音
楽
の
か
た

ち
を
つ
く
り
た
い
、
と
声
を
上
げ
た
こ

と
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
氏
と
共
に

集
ま
っ
た
の
は
、
県
内
で
活
躍
す
る
、

高
い
志
を
抱
い
た
有
志
音
楽
家
た
ち
だ

っ
た
。
し
か
し
、
予
算
が
あ
る
わ
け
で

も
な
く
、
前
例
の
な
い
地
方
に
お
け
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
で
あ
る
。「
本
当

に
続
く
の
だ
ろ
う
か
…
」
と
い
う
不
安
。

演
奏
家
自
身
も
、
手
探
り
の
状
態
で
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け
で
あ
る
（
ち

な
み
に
筆
者
は
そ
の
頃
、
ま
だ
駆
け
出

し
の
ぺ
ー
ぺ
ー
で
あ
る
）。

　

利
根
氏
と
楽
団
が
目
指
し
た
の
は
、

一
部
の
音
楽
愛
好
家
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
よ
り
広
い
聴
衆
に
支
持
さ
れ
、

地
元
で
愛
さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
基
盤
に
、映
画
音
楽
、ポ
ッ

プ
ス
、
ジ
ャ
ズ
、
民
族
音
楽
、
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
ジ
ャ
ン

ル
展
開
と
、
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

持
つ
。
そ
の
柔
軟
で
自
由
な
姿
勢
は
、

創
設
当
初
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
楽

団
の
大
き
な
個
性
と
な
っ
て
い
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
の

楽
曲
を
彩
る
編
曲
者
の
存
在
も
欠
か
せ

な
い
存
在
に
な
っ
て
く
る
。

　

現
在
、
高
知
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
は
多
く
の
編
曲
者
が
在
籍
し
、

楽
団
の
た
め
だ
け
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た

ア
レ
ン
ジ
は
、
唯
一
無
二
の
サ
ウ
ン
ド

を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
の
響
き
は
、

今
で
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
支
持
を
集

め
、
演
奏
会
の
た
び
に
新
た
な
フ
ァ
ン

を
惹
き
つ
け
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は

大
き
な
喜
び
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に

は
、
利
根
氏
の
存
在
が
大
き
い
。
氏
が
、

運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
し
て
自
身
が
培

っ
て
き
た
作
編
曲
の
技
法
や
音
楽
観
を
、

惜
し
み
な
く
若
い
世
代
に
伝
え
、
そ
う

し
て
数
多
く
の
演
奏
家
や
編
曲
家
を
育

て
て
く
だ
さ
っ
た
。
利
根
氏
に
よ
る
、

真
摯
な
後
進
育
成
の
賜
物
で
あ
る
。
決

し
て
表
向
き
に
声
高
に
述
べ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、「
地
域
の
文
化
が
真
に

育
つ
に
は
地
域
の
人
材
を
育
成
し
て
こ

そ
で
あ
る
」
と
い
う
、
氏
の
一
貫
し
た

哲
学
、
強
い
情
熱
、
信
念
、
地
元
へ
の

深
い
愛
情
は
脈
々
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

血
脈
に
流
れ
、
そ
の
志
は
貫
か
れ
て
い

っ
た
。

　

又
、
創
設
か
ら
大
切
に
し
、
支
持
を

得
て
い
る
こ
と
の
一
つ
、
楽
曲
の
「
親

し
み
や
す
さ
」
と
「
感
動
」
を
大
切
に

す
る
姿
勢
も
、
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い

楽
団
の
魅
力
と
言
わ
れ
る
。
ポ
ッ
プ
ス

を
演
奏
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
音
楽
づ

く
り
が
簡
単
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
親
し
み
や
す
い
楽
曲
だ
か
ら

こ
そ
、
演
奏
の
質
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

精
度
が
如
実
に
伝
わ
る
。
私
た
ち
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
で
培
わ
れ
た
基
礎
的
な
技
術

や
合
奏
能
力
を
土
台
と
し
な
が
ら
、
ポ

ッ
プ
ス
特
有
の
リ
ズ
ム
感
、
音
色
の
柔

軟
さ
、
歌
心
を
ど
う
表
現
す
る
か
を
常

に
意
識
し
て
き
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
と
し
て
、
弓
使
い
や
フ
レ
ー
ジ
ン

グ
ひ
と
つ
で
音
楽
の
表
情
が
変
わ
る
瞬

間
に
立
ち
会
う
た
び
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
可
能
性
の
広
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

三
十
年
の
歩
み
の
中
で
は
、
数
多
く
の

指
揮
者
、
ソ
リ
ス
ト
、
客
演
奏
者
と
共

演
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
が
、
私
た
ち
の
音
楽
に
新
た

な
視
点
と
刺
激
を
与
え
、
多
様
な
音
楽

観
や
表
現
に
触
れ
る
た
び
に
少
し
ず
つ

音
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。
時
に
厳
し

い
リ
ハ
ー
サ
ル
も
あ
っ
た
が
、
ど
れ
も

が
私
た
ち
の
音
楽
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
の
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。
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も
く
だ
い
　
み
わ

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。

高
知
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

高
知
で
幼
少
よ
り
音
楽
や
ア
ー
ト
に
親

し
ん
で
暮
ら
す
。

様
々
な
出
逢
い
に
恵
ま
れ
、
音
楽
に
携

わ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

こ
の
二
十
五
年
の
歩
み
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
、
多
く
の
方
々
の
存
在
で
あ
る
。

地
方
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
決
し
て
演
奏

家
だ
け
で
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
聴
衆
は

も
と
よ
り
、
運
営
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
、

ス
ポ
ン
サ
ー
や
行
政
関
係
者
な
ど
、
多

く
の
支
援
者
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
皆
さ
ま
一
人
ひ

と
り
の
支
え
が
あ
り
、
楽
団
は
今
日
ま

で
歩
み
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
時

に
は
厳
し
い
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
受
け
て
改
善
を
重
ね
、
二
十
五
年
と

い
う
歴
史
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。
終
演
後
、

お
客
様
に
「
初
め
て
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
聴
い
た
」「
ま
た
来
年
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
」
な
ど
の
沢
山
の
感
想
を

い
た
だ
き
、
そ
の
度
に
自
分
た
ち
の
存

在
意
義
を
改
め
て
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、
今
の
私
た
ち
の
音

と
な
り
、
響
き
と
な
っ
て
い
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
二
十
五
年
の
歩

み
は
、
つ
く
づ
く
、
音
楽
そ
の
も
の
だ

け
で
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

地
域
と
の
関
係
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
、

と
強
く
実
感
す
る
。
そ
う
し
て
、「
こ

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
し
か
で
き
な
い
音

楽
が
あ
る
」
と
い
う
自
負
の
積
み
重
ね

が
、
私
た
ち
を
前
へ
と
突
き
動
か
し
て

く
れ
た
。
今
や
国
内
有
数
の
ユ
ニ
ー
ク

な
楽
団
と
し
て
知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
、

高
い
支
持
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
高
知

ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
そ
れ
は

地
元
の
多
く
の
皆
様
が
育
ん
で
く
だ

さ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
歩
み
の
な
か
で
、
定
期
演

奏
会
だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ン
サ
ー
ト
、

福
祉
施
設
で
の
演
奏
な
ど
、
地
域
に
寄

り
添
う
活
動
を
重
ね
て
き
た
こ
と
も
、

楽
団
に
と
っ
て
は
大
き
な
財
産
と
な
っ

た
。
子
ど
も
達
の
目
が
輝
く
瞬
間
や
、

年
配
の
方
が
静
か
に
耳
を
傾
け
て
く
だ

さ
る
姿
を
目
に
す
る
度
、「
こ
の
土
地

で
演
奏
す
る
意
味
」
を
強
く
意
識
さ
せ

ら
れ
た
。
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き

が
、
誰
か
の
人
生
の
一
場
面
に
寄
り
添

う
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
以
上
の

喜
び
は
な
い
。

　

近
年
、
音
楽
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
み
、
音
楽
を
手
軽
に
楽
し
め
る
時
代

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
時
代

が
変
わ
っ
て
も
、
生
の
音
楽
が
人
の
心

を
動
か
す
力
は
変
わ
ら
な
い
と
信
じ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

同
じ
空
間
で
同
じ
時
間
を
共
有
し
、
音

が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
価
値
は
、
よ
り
一
層
高
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
舞

台
上
で
奏
で
ら
れ
る
一
音
一
音
は
、
そ

の
瞬
間
に
し
か
存
在
し
な
い
、
か
け
が

え
の
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

−

こ
の
土
地
で
、
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

だ
か
ら
こ
そ
奏
で
ら
れ
る
音
が
あ
る

−

「
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、
人
と
人
を
つ

な
ぎ
、
地
域
に
響
く
音
楽
を
奏
で
る
」

　

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
、
世
代
を
超
え
、

地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
音
楽
の
可
能
性

を
広
げ
て
き
た
高
知
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
高
知

と
い
う
地
で
、
新
し
い
響
き
を
求
め
て
、

進
み
続
け
て
い
く
。
そ
し
て
次
の
世
代

へ
と
、
技
術
や
伝
統
だ
け
で
無
く
、
こ

の
場
所
で
、
私
た
ち
ら
し
い
音
楽
を
、

地
域
と
と
も
に
歩
む
姿
勢
を
、
し
っ
か

り
と
伝
え
て
い
き
た
い
。
二
十
五
年
と

い
う
歴
史
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
新
た

な
出
発
点
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
利
根
常
昭
氏
へ
の
深
い
感

謝
と
敬
意
、
こ
の
楽
団
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
へ
の
深
い
感
謝

を
胸
に
、
そ
し
て
未
来
へ
の
静
か
な
決

意
を
込
め
て
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
土
地
で
、
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な

ら
で
は
の
音
を
奏
で
続
け
て
い
く
。

−

二
十
五
年
の
歩
み
に
深
い
感
謝
を
込

　

め
て
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
新
た

　

な
一
音
一
音
に
、
確
か
な
希
望
を
託

　

し
て

−
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うえの　さとこ
1952年　長崎県生まれ。
1991年〜2017年　高知大学人文学部・人文社会科学部在職、同名誉教授。専門は国語学。

た真実の愛に気付いていただろうか。（「長崎新聞」2023/6/12）
　どちらもオタクサとスエコザサに触れ、牧野博士の論理不整合を突くが、「日本植物学の父」
に向かう、その矛先は鈍い。本誌ではおたきさんを「愛妾」「愛人」と言い、地元紙では「長崎
の女性」と言う。私は困惑する。おたきさんはいったいどんな女性だったのだろう。

　其扇（楠本たき）（1807−1869）肥前長崎の人。文政六年（1823）シーボルトが長崎に
滞在して、最初の三ヶ月ころ、楠本家の若い娘たきを見染める。国法では一般女性の出島
出入りは禁じられ、遊女のみであったので、寄合町引田屋卯太郎に相談して手数料を払っ
て、抱え遊女として出島に出入りする。遊女名は「其扇」。このような遊女を「名付遊女」
といい、名義だけ引田屋に籍を置いた。四年後の文政十年（1827）五月六日、二人の間に「い
ね」（イネ）が生まれる。同十二年（1829）シーボルト事件でシーボルトは国外退去。そ
の後駕籠町の和三郎と結婚。万延元年（1859）シーボルトの再来日で、たきは娘いねと共
に三十年ぶりに再会。シーボルトの長崎滞在中は、互いに書簡を交わし、また会うなどし
て絆を深めた。（石山禎一・梶輝行『シーボルト書簡集成』2023/9　八坂書房）

　では、どうやってシーボルトはたきを見染めたのか、長崎市公式観光サイト（シーボルト来日
200周年記念事業 デジタル展覧会）に答えがあった。
　　【出島の特例！ シーボルトの外出許可】商館医の仕事は、商館員の健康管理。出島のシーボ

ルトの元には、最新料学を学ぼうとする医師などが足繁く訪れました。シーボルトは、天
然痘の予防接種ワクチン、ベラドンナを用いた白内障手術などの先進医療を惜しげもなく
披露し、次第に評判を博します。商館長の協力もあり、医学や諸科学に精通し、教授でき
る人材として長崎奉行へ紹介されたシーボルトは、ついに出島の外で一般人を診察し、薬
草を採取することが許可されます。

　　【シーボルトの最愛の人　タキ】1823年８月に来日した27歳のシーボルトは、ほどなく長崎
奉行の計らいで、出島の外で日本人を診療する許可を得ました。その最中、シーボルトは
患者の一人であった16歳の日本人女性タキに一目に惚れしたと言われています。タキは　

　　　花街丸山の引田屋に手数料を払って籍だけを置く“名付遊女”になることで出島に出入り
することが叶って、２人はめでたく結ばれました。このときのシーボルトの喜びは、ドイ
ツの家族へ送った手紙にも表れています。

　つまり、おたきさんとは長崎の人「楠本た
き」、名付遊女名「其扇（そのぎ）」である。少
なくとも、地元長崎では、おたきさんをシーボ
ルトの「愛人」、ましてや「愛妾」とは呼んで
いないことがわかった。これはよくある地元び
いきなのかどうか、詳しく検証してみたい。

　（続く）＊中＊ 「愛人」と「愛妾」
　　　　　＊下＊ オタクサとスヱコザサ
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　我が家には２匹の猫がいる。大きい方はノ
ルウェージャンフォレストキャット13.5歳の
♂、小さい方は尾曲がりの長崎猫５歳（推定）
の♀で４年半前どこからか現れ、そのまま家
に棲みついた。大猫はバターと生クリームに
すぐ反応し、小猫は魚に目がない。２匹の食
性向がそれぞれの出自に拠るものかどうかは
わからないが、うちの西洋猫と日本猫はとに
かく仲よく睦まじい。まるでシーボルトとお
たきさんのようだと、勝手に想像を膨らませ
ていた。
　と、ある日、そんな幻想をかき消してしまう、本誌№ 225「スエコザサの謎」に遭遇する。

　日本のアジサイに初めて学名をつけたのはシーボルトである。学名の中に「オタクサ」
という単語があった。「オタクサ」とは何か？　日本の植物学者達にはわからなかった。
牧野はその言葉にこだわった。そして調べあげる。シーボルトは長崎で暮らしていた。「オ
タクサ」は長崎方面のアジサイの地方名かもしれない。そんな仮説も立てた。
　ところが予想ははずれ、「オタクサ」はシーボルトの愛妾〝お滝さん〟からきているこ
とが判明する。牧野は憤慨し、学会誌でシーボルトを激しく批判した。〈この清浄な花が、
その名前によって汚されている〉〈植物の命名というのは、植物分類学において最も重要
な行為である。シーボルトのアジサイのように、その植物と無関係な愛人の名を学名とす
るような私情をはさんではならない。〉これが当時の牧野の信念だった。妻の名にちなん
だ〝スエコザサ〟という命名行為は明らかにその信念と矛盾している。（2022/5）

　何ということか、幻想に浸っている場合ではない。さらに、１年後の新聞記事を見つける。
　今年は出島オランダ商館医シーボルトの来日200年になる。（中略）シーボルトは長崎の
女性お滝さんを愛した。彼女にちなみアジサイに「ハイドランゲア・オタクサ」と学名を
付け、欧州に紹介したのは有名な話だ。オタクサの名がお滝さんに由来していると突き止
めたのは「日本植物学の父」と呼ばれる牧野富太郎博士だ。博士は、命名に私情を挟むの
は花の神聖を汚す、と強く批判した。自らを「草木の精」と呼び、植物を愛し抜いた博士
らしい話だ。そう言いながら牧野博士も亡くなった妻寿衛子をしのび、発見した新種のサ
サに「スエコザサ」と命名しているから面白い。それほど妻を愛していたということだろう。

（中略）日本を追放されたシーボルトは、生き別れたお滝さんへの手紙に「いつもお前と（娘
の）お稲（いね）の名を呼んでいる」とつづった。牧野博士は、オタクサの名に込められ

紫陽花によせて紫陽花によせて＊上＊＊上＊

シーボルト＆おたきさんシーボルト＆おたきさん
上野　智子
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宝
物
み
た
い
に
ス
テ
キ
な
小
説
を
読

ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
小
説
な
ら

ず
っ
と
ず
っ
と
読
ん
で
い
た
い
、
読
み

終
わ
っ
て
な
ん
か
な
い
、
読
み
終
わ
ら

な
く
て
い
い
。

　

そ
れ
は
読
売
新
聞
の
夕
刊
で
連
載
さ

れ
て
い
た
作
品
で
、
最
近
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る
パ
パ

で
あ
る
、
出
版
社
の
人
か
ら
の
お
す
す

め
の
本
だ
っ
た
。

　

戌
井
昭
人
さ
ん
の
『
お
に
た
ろ
か
っ

ぱ
』（
中
央
公
論
新
社
）
だ
。

　
『
お
に
た
ろ
か
っ
ぱ
』
は
、
三
歳
の

男
の
子
タ
ロ
と
彼
の
成
長
を
見
守
る
父

ち
ゃ
ん
、
と
き
ど
き
母
ち
ゃ
ん
の
日
々

を
描
く
、
ほ
ん
と
う
に
た
わ
い
も
な
い
、

山
中
　
由
貴

山
中
　
由
貴

読
み
終
わ
ら
な
く
て
い
い
本
も
あ
る
の
か
も

読
み
終
わ
ら
な
く
て
い
い
本
も
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い

し
れ
な
い

読
み
終
わ
ら
な
く
て
い
い
本
も
あ
る
の
か
も

読
み
終
わ
ら
な
く
て
い
い
本
も
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い

し
れ
な
い

ゆ
る
ゆ
る
と
し
た
物
語
で
、
な
あ
ん
に

も
事
件
は
起
こ
ら
な
い
。
わ
た
し
は
ス

リ
ル
満
点
の
手
に
汗
握
る
本
や
謎
を
解

き
明
か
し
て
い
く
よ
う
な
本
ば
か
り
読

ん
で
い
る
け
れ
ど
、
そ
ん
な
わ
た
し
も

な
ぜ
か
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
延
々

と
読
ん
で
し
ま
う
。
な
ー
ん
か
お
も
し

ろ
く
て
や
め
ら
れ
な
い
の
だ
。

　

タ
ロ
と
父
ち
ゃ
ん
と
母
ち
ゃ
ん
は
、

三
浦
半
島
の
海
辺
の
町
に
暮
ら
し
て
い

る
。
父
ち
ゃ
ん
は
か
つ
て
一
曲
だ
け

ヒ
ッ
ト
を
と
ば
し
た
売
れ
な
い
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
で
、
母
ち
ゃ
ん
が
稼
ぎ
頭
な

の
を
い
い
こ
と
に
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
る
。

三
歳
の
タ
ロ
と
父
ち
ゃ
ん
は
毎
朝
ラ
ジ

オ
体
操
を
し
て
、
朝
食
を
食
べ
る
。
朝

食
当
番
は
父
ち
ゃ
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
散

歩
に
出
て
、
パ
ン
屋
の
シ
キ
子
さ
ん
か

ら
芋
パ
ン
を
買
っ
た
り
、
海
に
行
っ
て

漁
師
小
屋
に
座
っ
て
い
る
元
漁
師
の
竹

蔵
さ
ん
と
お
茶
を
飲
ん
だ
り
す
る
。
い

つ
も
タ
イ
ヤ
を
引
き
ず
っ
て
筋
肉
を
鍛

え
て
い
る
の
ぼ
る
く
ん
も
い
る
。

　

落
語
を
聴
い
て
育
っ
た
タ
ロ
は
、

ち
ゃ
ぶ
台
の
置
か
れ
た
部
屋
で
「
か
い

ぎ
」
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
ゃ
ぶ

台
の
傷
の
か
た
ち
に
は
い
ろ
ん
な
も
の

が
ひ
そ
ん
で
い
て
、
そ
の
な
か
に
は
オ

ニ
と
カ
ッ
パ
が
い
た
。
タ
ロ
に
は
そ
の

オ
ニ
と
カ
ッ
パ
の
声
が
聞
こ
え
る
の

だ
。
父
ち
ゃ
ん
が
壁
の
節
穴
か
ら
部
屋

を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
タ
ロ
は
一
人
三

役
で
オ
ニ
と
カ
ッ
パ
と
「
か
い
ぎ
」
し

て
い
る
。
タ
ロ
が
あ
ん
ま
り
に
も
楽
し

そ
う
な
の
で
父
ち
ゃ
ん
も
つ
い
つ
い
参

加
し
た
く
な
り
、
節
穴
の
あ
る
壁
の
棚

に
置
い
て
あ
る
牛
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、「
上

田
ウ
シ
ノ
ス
ケ
」
に
な
り
き
っ
て
「
か

い
ぎ
」
に
加
わ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が

…
…
。

　

そ
ん
な
三
人
家
族
と
、
オ
ニ
と
カ
ッ

パ
と
上
田
ウ
シ
ノ
ス
ケ
の
毎
日
に
、
ニ

コ
ニ
コ
し
て
し
ま
う
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
タ
ロ
が
い
い
。

　

わ
た
し
に
も
子
ど
も
が
い
て
、
い
ま

は
成
人
し
て
す
っ
か
り
育
児
か
ら
は
遠

の
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
タ
ロ
は
あ

の
こ
ろ
の
子
ど
も
の
、
つ
い
笑
っ
ち
ゃ

う
よ
う
な
も
の
言
い
や
、
は
っ
と
さ
せ

ら
れ
る
成
長
の
瞬
間
を
ぜ
ん
ぶ
も
っ
て

い
る
。
こ
と
ば
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
お
ぼ

え
て
、
意
思
疎
通
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
や
り
た
い
こ
と
や
い
や
な
こ
と
を

自
分
の
こ
と
ば
で
表
明
す
る
、
ち
い
さ

な
一
個
人
。
あ
ら
あ
ら
、
い
つ
の
ま
に

か
こ
ん
な
に
、ち
ゃ
ん
と
「
人
」
に
な
っ

て
る
…
…
と
い
う
、
奇
跡
を
感
じ
る
貴

重
な
時
期
を
、
タ
ロ
は
体
現
し
て
い
る
。

タ
ロ
の
言
動
が
か
わ
い
す
ぎ
て
、
も
う

メ
ロ
メ
ロ
な
の
だ
け
ど
、
そ
う
い
え
ば

う
ち
の
子
だ
っ
て
ま
せ
た
こ
と
言
っ
て
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や
ま
な
か
　
ゆ
き

一
九
八
〇
年　

高
知
市
生
ま
れ
。

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
中
万
々
店
の
書
店
員

な
か
ま
し
ん
ぶ
ん
編
集
長
と
し
て
Ｘ

や
っ
て
ま
す
。

好
き
な
本
に
つ
い
て
喋
る
と
き
だ
け

饒
舌
に
な
り
ま
す
。

お
も
し
ろ
か
っ
た
な
あ
と
か
、
妙
な
こ

だ
わ
り
が
あ
っ
て
た
い
へ
ん
だ
っ
た
な

あ
と
か
、
そ
ん
な
の
も
混
じ
っ
て
な
ん

と
も
胸
が
う
ず
く
の
だ
。

　

そ
ん
な
、
な
ん
で
も
な
い
日
々
が
続

い
て
い
く
だ
け
な
の
か
と
い
う
と
そ
う

で
も
な
い
。
父
ち
ゃ
ん
は
い
ま
の
ぶ
ら

ぶ
ら
生
活
を
な
ん
と
か
せ
ね
ば
な
る
ま

い
と
考
え
る
。
そ
ん
な
と
き
、
母
ち
ゃ

ん
が
体
調
を
崩
し
、
い
ち
ど
じ
っ
く
り

精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
ひ
と
り
地

方
巡
業
の
旅
に
出
よ
う
と
し
て
い
た
父

ち
ゃ
ん
だ
っ
た
が
、
母
ち
ゃ
ん
を
ゆ
っ

く
り
実
家
で
療
養
さ
せ
る
た
め
、
タ
ロ

を
つ
れ
て
の
父
子
ド
サ
ま
わ
り
ツ
ア
ー

と
あ
い
な
っ
た
。
横
浜
か
ら
フ
ェ
リ
ー

で
出
発
し
、
門
司
港
、
山
口
、
広
島
、

尾
道
、
倉
敷
、
京
都
…
…
と
、
ラ
イ
ブ

を
し
な
が
ら
車
で
め
ぐ
っ
て
い
く
旅
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
に
父
ち
ゃ
ん
の
音
楽
仲
間
が

い
て
、
み
な
と
っ
て
も
す
て
き
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
の
だ
。

　

こ
の
、
各
地
を
旅
し
て
い
く
タ
ロ
と

父
ち
ゃ
ん
の
珍
道
中
が
ま
た
読
ま
せ
る
。

ほ
ん
っ
と
う
に
も
う
ね
…
…
い
い
ん
で

す
…
…
。
子
ど
も
と
旅
行
に
い
く
と
、

要
所
要
所
で
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
さ
せ
て

写
真
を
撮
っ
て
、
あ
と
か
ら
そ
の
ア
ル

バ
ム
を
見
返
し
た
と
き
に
、
こ
の
時
は

あ
あ
だ
っ
た
、
こ
ん
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が

あ
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
を
じ
わ
じ
わ
思

い
出
し
て
笑
い
話
に
な
っ
た
り
す
る
も

の
だ
け
ど
、
そ
の
、
写
真
に
撮
ら
れ
な

か
っ
た
と
こ
ろ
こ
そ
が
家
族
共
通
の
か

け
が
え
の
な
い
も
の
な
の
だ
。
い
や
、

写
真
に
は
残
っ
て
い
な
い
か
ら
も
う
い

ま
と
な
っ
て
は
思
い
出
せ
な
い
、
そ
ん

な
些
細
な
こ
と
が
家
族
と
い
う
も
の
を

構
成
す
る
い
ち
ば
ん
の
要
素
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

こ
の
小
説
に
は
、
そ
の
些
細
な
こ
と

が
い
く
つ
も
い
く
つ
も
溢
れ
て
い
る
。

オ
ム
ツ
じ
ゃ
な
い
と
ウ
ン
コ
が
で
き
な

い
タ
ロ
が
、
駐
車
場
の
物
陰
で
か
く
れ

て
ウ
ン
コ
す
る
の
を
じ
っ
と
待
つ
父

ち
ゃ
ん
、
し
ら
な
い
大
人
と
顔
を
合
わ

せ
て
も
物
怖
じ
せ
ず
に
挨
拶
す
る
タ
ロ

の
ほ
ん
の
り
緊
張
の
表
情
、
移
動
疲
れ

で
不
機
嫌
に
な
っ
て
空
気
の
わ
る
く
な

る
車
内
、
タ
ロ
が
い
る
か
ら
お
酒
を
一

杯
で
が
ま
ん
す
る
父
ち
ゃ
ん
（
い
や
飲

む
ん
か
い
）
…
…
。

　

い
と
お
し
い
。

　

た
と
え
ば
あ
な
た
に
子
ど
も
が
い
な

け
れ
ば
、
三
歳
の
子
ど
も
と
の
ド
タ
バ

タ
な
日
常
が
い
ち
い
ち
新
鮮
で
お
も
し

ろ
く
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば

わ
た
し
の
よ
う
に
す
で
に
育
児
か
ら
卒

業
し
た
人
な
ら
、
過
去
の
奮
闘
を
な
つ

か
し
く
、
よ
ろ
こ
ば
し
く
思
い
出
す

き
っ
か
け
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
今

ま
さ
に
ち
い
さ
な
一
個
人
を
相
手
に
毎

日
を
せ
わ
し
な
く
送
っ
て
い
る
な
ら
、

こ
れ
ほ
ど
親
し
み
深
い
戦
友
の
よ
う
な

小
説
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

か
ん
ぺ
き
な
人
間
か
ら
は
ほ
ど
遠
い

ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
な
父
ち
ゃ
ん
が
、
育

児
で
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
い
く

つ
も
や
っ
て
し
ま
い
な
が
ら
も
タ
ロ
と

と
も
に
す
ご
す
、
そ
の
ふ
つ
ー
な
か
ん

じ
が
、
だ
れ
に
と
っ
て
も
共
感
と
笑
い

と
涙
を
さ
そ
う
の
だ
。

　

旅
の
あ
と
も
父
ち
ゃ
ん
と
母
ち
ゃ
ん

と
タ
ロ
の
生
活
は
続
い
て
い
く
。
そ
れ

が
ま
た
、
い
と
お
し
い
。

読
み
終
わ
っ
た
気
が
し
な
い
の
は
そ
の

せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
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―
―
戦
後
ま
も
な
い
一
九
五
〇
年
代
、

高
知
市
民
図
書
館
は
日
本
で
唯
一
ユ
ネ

ス
コ
共
同
図
書
館
事
業
へ
の
参
加
を
成

し
遂
げ
、
日
本
で
最
も
先
進
的
な
図
書

館
活
動
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
時
代

が
あ
る　（

※
）―

―

　

こ
の
た
び
、
当
館
が
一
翼
を
担
う
取

組
で
あ
る
「
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館

と
高
知
県
図
書
館
振
興
計
画
の
両
輪
で

の
推
進
」
が
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
２
５
の
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
賞
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
知
的
資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
二
十

年
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
賞
で
、
こ

れ
か
ら
の
図
書
館
の
あ
り
方
を
導
く
よ

う
な
先
進
的
な
活
動
を
顕
彰
す
る
も
の

で
す
。
大
賞
の
選
出
に
至
る
ま
で
に
三

度
に
わ
た
る
選
考
が
実
施
さ
れ
、
最
終

選
考
は
公
開
の
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
つ
い
て
発
表
を
行
う
な
ど
、
日
本
の

図
書
館
界
で
は
他
に
類
が
な
く
、
最
も

耳
目
を
集
め
る
賞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
と
高
知
市
が
「
地
域
を
支
え

る
情
報
拠
点
」
と
し
て
整
備
し
た
オ
ー

テ
ピ
ア
高
知
図
書
館
は
、
全
国
で
初
め

て
県
と
市
が
共
同
運
営
す
る
図
書
館
と

し
て
二
〇
一
八
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

そ
の
構
想
段
階
で
は
様
々
な
議
論
が
あ

り
、
立
地
す
る
高
知
市
だ
け
で
は
な
い

県
全
体
の
読
書
・
情
報
環
境
の
改
善
を

望
む
声
を
受
け
た
高
知
県
教
育
委
員
会

が
「
高
知
県
図
書
館
振
興
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

県
市
共
同
と
い
う
稀
有
な
運
営
形
態
、

全
国
で
も
屈
指
の
広
さ
と
収
蔵
能
力
を

持
つ
図
書
館
施
設
、
多
種
多
様
で
豊
富

な
資
料
を
源
に
司
書
が
展
開
す
る
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
、
い
ず
れ
も
象
徴
（
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
）
た
る
「
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知

図
書
館
」
が
図
書
館
の
可
能
性
を
喧
伝

す
る
一
方
、
県
全
体
の
読
書
・
情
報
環

境
を
改
善
す
る
た
め
の
取
組
を
「
高
知

県
図
書
館
振
興
計
画
」
が
進
め
て
き
た

こ
と
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
県
内
市
町

村
で
新
し
い
図
書
館
の
開
館
や
整
備
予

定
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
受

賞
は
、
日

頃
か
ら
図

書
館
を
利

用
し
て
い

た
だ
い
て

い
る
県
民

・
市
民
の

皆
様
、
県

内
市
町
村

立
図
書
館
の
皆
様
を
は
じ
め
、関
係
者
・

団
体
の
方
々
の
図
書
館
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
口
減
少
の
進
行
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
縮
小
が
予
測
さ
れ
る

時
代
に
あ
っ
て
、
図
書
館
同
士
が
つ
な

が
り
、
図
書
館
が
地
域
の
学
び
を
下
支

え
し
、
情
報
面
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
機
能
し
て
い
く
た
め
に
、
当
館

の
図
書
館
資
源
を
継
続
的
に
確
保
し
、

取
組
の
さ
ら
な
る
発
展
と
県
内
市
町
村

立
図
書
館
と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
最
先
端
を
走
っ
た
高
知
市
民

図
書
館
の
取
り
組
み　（

※
）は

、
種
と
し
て
東

京
の
多
摩
地
域
へ
飛
び
、
花
が
開
い
て

全
国
へ
波
及
し
ま
し
た
。
一
方
、
県
内

で
は
十
分
な
波
及
を
見
る
こ
と
な
く
、

時
代
が
進
む
に
つ
れ
高
知
市
民
図
書
館

自
身
も
全
国
平
均
の
図
書
館
に
な
っ
て

上
岡
　
真
土

上
岡
　
真
土

か
み
お
か
　
ま
さ
と

一
九
八
五
年
南
国
市
出
身
。

オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館
司
書
。

最終選考発表チーム
（写真は図書館総合展運営委員会事務局提供）

二
度
目
の
最
先
端

い
っ
た
歴
史
を
教
訓
と
し
、
今
度
こ
そ

は
県
民
、
市
民
の
た
め
に
先
端
を
走
り

続
け
る
覚
悟
と
信
念
を
持
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
図
書
館
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
民
・
市

民
の
皆
様
か
ら
の
継
続
的
な
応
援
が
不

可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
オ
ー
テ
ピ
ア

高
知
図
書
館
を
は
じ
め
、
県
内
の
公
共

図
書
館
の
応
援
を
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
※
）
高
知
市
民
図
書
館
の
ユ
ネ
ス
コ

共
同
図
書
館
事
業
へ
の
参
加
経
緯
な
ど

は
、
高
知
県
電
子
図
書
館
に
掲
載
し
て

い
る
「
高
知
市
民
図
書
館
70
年
史
」
の

pp.32

−33

『
４ 

市
民
図
書
館
史
Ⅱ 

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
（
６
）
ユ
ネ
ス
コ
協

同
図
書
館
事
業
へ
の
参
加
』
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
は
、
登
録
な
い

方
も
ご
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

https://w
eb.d-library.jp/kochi/

g0102/libcontentsinfo/?conid=
270203 

オーテピア高知図書館外観
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し
も
お
　
ひ
と
し

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。

岡
豊
高
校
一
期
生
。
二
十
五
歳
ぐ
ら
い

に
演
劇
に
目
覚
め
、
日
夜
面
白
い
事
は

な
い
か
と
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
る
。

下
尾
　
　
仁

下
尾
　
　
仁

「
ア
ン
テ
ナ
」

「
ア
ン
テ
ナ
」

ＭＭ

−−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の
挑
戦

１
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の
挑
戦

　

滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
キ
モ
キ

ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト
で
仲
良
く
な
っ
た
ボ
ル

姉
さ
ん
（
佐
賀
県
で
活
動
し
て
い
る
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
の
壁
の
妖
精
）
が
、
そ
の

年
の
漫
才
№
１
を
決
め
る
“
Ｍ

−

１
グ

ラ
ン
プ
リ
”
に
参
加
し
た
話
を
し
て
く

れ
、「（
僕
の
や
っ
て
い
る
キ
モ
キ
ャ
ラ
）

“
は
り
ま
”
と
“
や
ば
し
”
は
、
喋
れ

て
面
白
い
の
で
、
是
非
、
Ｍ

−

１
グ
ラ

ン
プ
リ
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
！
」
と
え

ら
く
推
し
て
き
た
。

　

一
緒
に
キ
モ
キ
ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
る
、
兵
庫
県
福
崎
町
の
ガ
ジ

ロ
ウ
も
Ｍ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
挑
戦
し

て
、
一
回
戦
を
突
破
し
た
と
の
こ
と
。

こ
こ
だ
け
の
話
、
運
営
を
行
政
が
や
っ

て
い
て
、
担
当
職
員
が
上
司
に
言
わ
れ

て
イ
ヤ
イ
ヤ
参
加
し
た
と
言
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
ガ
ジ
ロ
ウ
が
一
回
戦
を
突
破
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
天
狗
に
な
っ
て
い
る

僕
ら
は
「
イ
ケ
る
の
で
は
？
」
と
Ｍ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
。

　

参
加
す
る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
が
、

北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は
沖
縄
ま
で
十

三
県
で
開
催
さ
れ
る
全
五
十
五
回
の
予

選
会
の
中
か
ら
希
望
地
・
希
望
日
を
選

択
し
、
専
用
の
エ
ン
ト
リ
ー
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
。
事
務
局
に
郵
送
し
て

参
加
日
が
決
ま
る
。
と
い
う
流
れ
で
あ

っ
た
。
応
募
し
て
か
ら
数
日
が
経
ち
、

一
回
戦
は
九
月
二
十
四
日
の
水
曜
日
、

場
所
は
大
阪
心
斎
橋
パ
ル
コ
の
Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｅ
14
に
決
定
し
た
。
そ
れ
か
ら
漫
才

な
ど
や
っ
た
こ
と
の
な
い
僕
た
ち
は
、

「
あ
ー
で
も
な
い
、こ
ー
で
も
な
い
」
と
、

無
い
知
恵
を
振
り
絞
り
、
一
つ
の
漫
才

み
た
い
な
も
の
を
作
り
あ
げ
た
。

　

予
選
当
日
。
朝
五
時
に
高
知
を
出
発
。

車
中
で
ネ
タ
を
何
回
も
繰
り
返
し
な
が

ら
、
目
的
地
を
目
指
し
た
。
五
月
に
滋

賀
で
あ
っ
た
キ
モ
キ
ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト
に

行
く
途
中
に
ス
ピ
ー
ド
違
反
で
捕
ま
っ

た
の
で
、
今
回
は
慎
重
に
、
慎
重
に
運

転
し
、
無
事
大
阪
に
到
着
。
着
ぐ
る
み

を
台
車
に
乗
せ
、
い
ざ
！ 

会
場
へ
。

到
着
す
る
な
り
、
一
人
の
女
性
が
「
は

り
ま
さ
ん
と
や
ば
し
さ
ん
で
す
か
？
」

と
声
を
か
け
て
き
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
告
知

し
て
い
た
の
を
見
て
、
応
援
に
来
て
く

れ
た
の
だ
！ 

あ
り
が
た
い
事
で
あ
る
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
一
八
〇
組
。
僕
た

ち
の
出
番
は
十
番
目
。
そ
の
時
が
来
る

ま
で
ロ
ビ
ー
で
待
機
。
他
の
コ
ン
ビ
も

ネ
タ
合
わ
せ
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
見

た
事
の
あ
る
光
景
が
目
の
前
で
行
わ
れ
、

な
ん
だ
か
不
思
議
な
感
覚
を
覚
え
た
。

着
ぐ
る
み
を
装
着
し
、
さ
ぁ
！ 

い
よ

い
よ
出
番
だ
！

　

土
佐
弁
で
作
っ
た
ネ
タ
は
思
っ
た
以

上
に
ウ
ケ
、
気
持
ち
良
い
、
あ
っ
と
い

う
間
の
二
分
で
あ
っ
た
。
出
番
が
終
わ

っ
た
ら
帰
っ
て
も
い
い
と
の
事
だ
っ
た

の
で
会
場
を
出
る
と
、
応
援
に
来
て
く

れ
て
い
た
女
性
と
別
の
フ
ァ
ン
が
現
れ
、

十
組
見
た
中
で
一
番
盛
り
上
が
っ
た
と

言
っ
て
く
れ
、「
こ
れ
は
、
イ
ケ
た
！
」

と
思
っ
た
。
結
果
発
表
は
全
組
が
終
了

後
、
そ
の
日
の
夜
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
さ
れ
る
。
せ
っ
か
く
大
阪
に
来
た

の
だ
か
ら
、
近
く
の
道
頓
堀
や
橋
で
動

画
で
も
撮
ろ
う
と
、
フ
ァ
ン
と
共
に
歩

い
て
向
か
っ
た
。
橋
に
着
き
、
沢
山
の

人
が
い
る
中
で
着
ぐ
る
み
に
着
替
え
て

撮
影
を
し
て
い
る
と
、
人
混
み
の
中
か

ら
「“
は
り
ま
”
と
“
や
ば
し
”
だ
! !
」

と
僕
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が

！ 

こ
ん
な
所
で
も
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
、
嬉
し
す
ぎ
る
ぜ
! ! 

い
い
動
画

も
撮
れ
た
の
で
、
プ
チ
打
ち
上
げ
に

フ
ァ
ン
と
一
緒
に
食
事
を
し
、
大
阪
を

後
に
し
た
。
帰
り
の
車
の
中
で
は
、
敢

え
て
２
回
戦
の
話
は
し
な
か
っ
た
が
、

心
の
中
で
は
イ
ケ
る
気
満
々
で
あ
っ

た
。
大
阪
へ
の
日
帰
り
は
さ
す
が
に
疲

れ
、
そ
の
日
は
ぐ
っ
す
り
夢
の
中
。
次

の
日
、
結
果
を
見
る
と
落
選
! !　

天
狗

の
鼻
が
ポ
ッ
キ
リ
。
ガ
ジ
ロ
ウ
、
君
は

イ
ヤ
イ
ヤ
参
加
し
た
の
に
、
凄
か
っ
た

ん
だ
。
ご
め
ん
…
。

　

そ
れ
か
ら
二
ケ
月
が
経
ち
、
相
方
の

“
や
ば
し
”
＝
“
ゆ
う
や
け
君
”
は
“
Ｒ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
”
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

見
事
に
落
選
。
で
も
、
挑
戦
す
る
っ
て

大
事
で
す
よ
ね
！ 

こ
れ
か
ら
も
僕
た

ち
は
色
ん
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
予
定
で

す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

Ｐ
．
Ｓ
．
Ｍ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
や

っ
た
ネ
タ
を
僕
の
店
の
イ
ベ
ン
ト
で
披

露
し
た
模
様
が
、
二
〇
二
六
年
一
月
十

九
日
23
時
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
う
な
ぎ

の
ぼ
り
Ｌ
Ａ
Ｂ
」
っ
て
い
う
番
組
で
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
放
送
さ
れ
る
と
の
情
報

を
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
番
組
を
見
た

あ
な
た
！ 

あ
な
た
な
ら
僕
た
ち
を
二

回
戦
に
進
ま
せ
ま
す
か
？
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10〜 11月の事業から
　

採
用
一
年
目
の
私
は
、
今
回
初
め
て
演
劇
公

演
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
公
演

は
、「
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
舞
台
芸
術

創
造
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
か
る
ぽ
ー
と
の

四
国
銀
行
ホ
ー
ル
で
上
演
し
た
、演
劇
公
演『
真

夏
の
夜
の
夢
』
で
す
。

　
「
共
生
社
会
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
社

会
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
に
な
か
っ
た
人
た

ち
が
、
積
極
的
に
参
加
で
き
る
社
会
の
こ
と
で

す
。
同
事
業
の
三
作
目
と
な
る
こ
の
公
演
で
は
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
古
典
戯
曲
『
真
夏
の
夜
の

夢
』
を
題
材
に
、
セ
リ
フ
の
な
い
ノ
ン
バ
ー
バ

ル
（
非
言
語
）
表
現
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
公
演

の
演
出
を
担
当
し
た
の
は
、
東
京
デ
ス
ロ
ッ
ク

と
い
う
劇
団
の
主
宰
で
あ
る
多
田
淳
之
介
さ
ん

で
す
。
言
葉
に
頼
ら
ず
、
身
体
の
動
き
や
表
情
、

音
楽
、
空
間
構
成
に
よ
っ
て
物
語
を
立
ち
上
げ

る
手
法
は
、
多
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
初
の
試
み

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
、
公
募
で

二
十
九
名
の
出
演

者
と
九
名
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
集
ま

り
ま
し
た
。
出
演

者
の
中
に
は
、
長

年
演
劇
活
動
を
続

け
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
初
め
て
舞

台
に
立
つ
人
、
視

覚
・
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
、
車
椅
子
利
用
者
な

ど
、
多
様
な
背
景
を
も
つ
人
た
ち
が
参
加
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
業
に
は
衣
装
や
振

付
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
制
作
に
私
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日

常
業
務
で
も
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
頭
の
中
が

熱
く
な
る
毎
日
を
送
っ
て
い
た
私
は
、
事
業
担

当
を
伝
え
ら
れ
た
と
き
、
た
く
さ
ん
の
経
験
が

身
に
つ
く
だ
ろ
う
期
待
と
知
ら
な
い
世
界
に
飛

び
込
む
不
安
を
覚
え
た
こ
と
で
す
。

　

稽
古
期
間
は
約
一
ケ
月
。
一
回
の
稽
古
時
間

は
二
時
間
半
の
と
き
も
あ
れ
ば
、
四
時
間
に
及

ぶ
と
き
も
あ
り
ま
す
。
担
当
者
は
そ
の
間
に
ス

タ
ッ
フ
や
出
演
者
の
名
前
、
物
語
の
流
れ
や
登

場
人
物
な
ど
、
膨
大
な
量
の
情
報
を
叩
き
込
み
、

多
様
な
業
務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

名
前
と
物
語
の
流
れ
は
、
遅
く
て
も
三
回
目
の

稽
古
ま
で
に
は
覚
え
て
い
な
い
と
参
加
者
の
要

望
に
対
応
で
き
な
い
と
反
省
し
ま
し
た
。
短
い

期
間
で
し
た
が
、
稽
古
を
重
ね
る
中
で
、
苦
手

な
部
分
を
補
い
合
い
な
が
ら
一
つ
の
作
品
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
過
程
そ
の
も
の
が
、
こ
の
事

業
で
私
が
得
た
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
字
幕
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
音
声
ガ
イ
ド
、

開
演
前
の
舞
台
説
明
な
ど
の
鑑
賞
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
観
劇
で
き

る
環
境
整
備
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
来
場
者

か
ら
は
、「
障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
一
緒

に
楽
し
め
る
空

間
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
」

と
い
う
声
や
、

「
セ
リ
フ
が
な

い
の
に
、
感
情

や
ス
ト
ー
リ
ー

が
こ
ん
な
に
伝

わ
っ
て
く
る
舞

台
は
初
め
て
」

「
観
て
い
る
う

ち
に
、
言
葉
が

な
い
こ
と
を
忘

れ
て
引
き
込
ま

れ
て
い
た
」「
会

場
全
体
が
一
体
に
な
っ
て
い
て
、
観
客
も
作
品

の
一
部
に
な
っ
た
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
」
と
い

う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
出
演
者

一
人
ひ
と
り
の
存
在
感
や
、
楽
し
そ
う
に
舞
台

に
立
つ
姿
に
心
を
動
か
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
公
演
を
通
じ
て
、
舞
台
芸
術
が
特
定
の

人
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
を
抱
え
た
人
た
ち
が
関
わ
り
、
共
に
創
り
、

感
動
を
共
有
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
を
観
客
も

出
演
者
も
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
も
気
付
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か

ら
も
高
知
市
文
化
振
興
事
業
団
で
は
、
地
域
や

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
文
化
芸
術
を
通

じ
た
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

会　

場　

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と

　
　
　
　

四
国
銀
行
ホ
ー
ル

日　

時　

二
〇
二
五
年
十
月
二
十
六
日
（
日
）

入
場
者
数　

四
一
〇
人

多
田
淳
之
介

多
田
淳
之
介  

演
出
演
出
「
真
夏
の
夜
の
夢
」

「
真
夏
の
夜
の
夢
」

●
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
舞
台
芸
術
創
造
事
業
●



文化高知　No.242No.2421313

10〜 11月の事業から高知市文化振興事業団

　

日
本
を
代
表
す
る
指
揮
者
・
佐
渡
裕
さ
ん
と
、

吹
奏
楽
愛
好
家
か
ら
高
い
人
気
を
誇
る
プ
ロ
の

吹
奏
楽
団
シ
エ
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
（
以
下
、
シ
エ
ナ
）。
こ
の
二
組
が
タ
ッ
グ

を
組
み
、
長
年
に
渡
っ
て
開
催
し
て
い
る
演
奏

会
「
ブ
ラ
ス
の
祭
典
」
は
、日
本
各
地
を
ツ
ア
ー

で
ま
わ
る
大
人
気
企
画
で
す
。
そ
ん
な
「
ブ
ラ

ス
の
祭
典
」
の
高
知
公
演
が
、
十
一
月
十
二
日

（
水
）、
か
る
ぽ
ー
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
ま
ず
ロ
ビ
ー
で
来
場
者
を
お
迎
え
し
た

の
は
、
シ
エ
ナ
の
サ
ッ
ク
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
プ

レ
コ
ン
サ
ー
ト
。
サ
ッ
ク
ス
な
ら
で
は
の
軽
快

で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
に
来
場
者
も
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

演
幕
会
の
第
一
部
は
、
古
典
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
、
Ａ
．
リ
ー
ド
作
曲
『
オ
セ
ロ
』（
第
一

楽
章
～
第
五
楽
章
）
の
演
奏
と
、
大
人
気
の
名

物
コ
ー
ナ
ー
「
音
楽
の
お
も
ち
ゃ
箱
」
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
。「
お
も
ち
ゃ
箱
」
で
は
、
佐
渡

さ
ん
の
ト
ー
ク
を
交
え
、
ポ
ッ
プ
ス
や
演
歌
、

映
画
音
楽
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
は
ま
た
一
味
ち

が
う
曲
を
演
奏
し
、
来
場
者
に
も
掛
け
声
や
手

拍
子
、
足
踏
み
な
ど
で
演
奏
に
参
加
し
て
も
ら

い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
コ
ー
ナ
ー
の
最
後
に

演
奏
し
た
『
マ
ン
ボ
№
５
』
で
は
、
佐
渡
さ
ん

や
シ
エ
ナ
の
皆
さ
ん
が
色
と
り
ど
り
の
カ
ツ
ラ

を
つ
け
て
舞
台
か
ら
客
席
に
下
り
、
立
ち
上

が
っ
た
来
場
者
も
一
緒
に
な
っ
て
マ
ン
ボ
を
踊

り
な
が
ら
「
ウ
ー
、
マ
ン
ボ
！
」
と
掛
け
声
を

出
す
楽
し
い
演
出
。
会
場
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、

来
場
者
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
始
ま
っ
た
第
二
部
は
、
再

び
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
戻
り
、
Ｊ
．
デ
＝
メ
イ
作
曲 

『
交
響
曲
第
一
番 

指
輪
物
語
』（
第
一
楽
章
～

第
五
楽
章
）
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
会
終

盤
の
ア
ン
コ
ー
ル
曲
『
星
条
旗
よ 

永
遠
な
れ
』

は
、
こ
れ
も
ブ
ラ
ス
の
祭
典
で
は
お
な
じ
み
で
、

来
場
者
が
自
分
の
楽
器
を
持
ち
こ
み
、
佐
渡
さ

ん
の
指
揮
の
も
と
シ
エ
ナ
の
皆
さ
ん
と
舞
台
に

上
っ
て
共
演
で
き
る
と
い
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
こ
の
日
の
た
め
に
三
時
間
か
け
て
遠
方
か

ら
や
っ
て
来
た
と
い
う
高
校
生
も
い
て
、
演
奏

前
か
ら
す
で
に
場
内
は
興
奮
の
る
つ
ぼ
！　

舞

台
の
上
に
乗
り
き
ら
な
い
ぐ
ら
い
大
勢
で
の
演

奏
と
な
り
、
大
盛
り
上
が
り
の
中
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
終
演
後
の
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
音
の
迫
力
の
凄
さ
と
会
場
を
巻
き
込
ん
で
の

演
出
が
素
晴
ら
し
く
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

「
佐
渡
さ
ん
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
音
楽
を
と
て

も
身
近
に
感
じ
る
。
年
齢
に
関
係
な
く
皆
が
楽

し
め
て
最
高
で
す
」
な
ど
嬉
し
い
感
想
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
演
奏
会
の
前
日
に
は
シ
エ
ナ
の
フ

ル
ー
ト
チ
ー
ム
「
シ
エ
ナ
・
フ
ル
ー
ツ
」
の
メ

ン
バ
ー
四
名
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
高
知

市
福
寿
園
を
訪
問
し
、
入
所
者
と
そ
の
ご
家
族

に
向
け
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
誰

も
が
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
日
本

の
童
謡
・
唱
歌
、
演
歌
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、
入

所
者
の
皆
さ
ん
も
思
わ
ず
口
ず
さ
ん
だ
り
体
を

揺
ら
す
な
ど
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会　

場　

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と

　
　
　
　

四
国
銀
行
ホ
ー
ル

日　

時　

二
〇
二
五
年
十
一
月
十
二
日
（
水
）

入
場
者　

八
八
七
人

佐
渡
裕

佐
渡
裕  

指
揮
指
揮

シ
エ
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

シ
エ
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

《
ブ
ラ
ス
の
祭
典
２
０
２
５
》

《
ブ
ラ
ス
の
祭
典
２
０
２
５
》
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ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
、
舞
台
な

ど
の
中
に
、
あ
た
か
も
そ
こ
に
い
る
か
の

よ
う
に
入
り
込
ん
で
体
験
す
る
「
イ
マ
ー

シ
ブ
」。
同
じ
催
し
で
も
人
に
よ
っ
て
体

験
す
る
こ
と
が
違
い
、
リ
ピ
ー
ト
し
て
も

楽
し
め
る
摩
訶
不
思
議
な
世
界
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
イ
マ
ー
シ
ブ
と
は
、「
没
入
感

の
あ
る
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
い
く
ら
説

明
を
聞
い
て
も
あ
ま
り
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
実
際
に
参
加
し
て
み
た
。

　

東
京
の
お
台
場
で
は
常

時
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、

私
が
参
加
し
た
の
は
七
十

分
の
演
劇
の
中
に
入
り
込

む
も
の
だ
っ
た
。
ネ
タ
バ

レ
し
て
は
い
け
な
い
の
で
、

他
言
し
な
い
と
い
う
同
意

書
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら

入
場
す
る
。
江
戸
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
演

者
と
話
を
し
た
り
、
危
険

な
シ
ー
ン
の
目
撃
者
に
な

っ
た
り
と
、
目
も
口
も
身

体
も
使
っ
た
。
書
け
る
の

は
こ
こ
ま
で
。
秘
密
保
持

が
徹
底
し
て
い
る
の
は
、
他
の
文
化
芸
術

と
は
大
き
く
違
う
。
広
報
が
や
り
に
く
そ

う
な
芸
術
だ
が
、
数
年
前
に
は
予
約
が
取

れ
な
い
ほ
ど
の
人
気
だ
っ
た
よ
う
で
、
今

は
む
し
ろ
外
国
人
客
が
増
え
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

芸
術
・
文
化
施
設
は
、
展
示
だ
け
で
は

人
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
と
い
う
の
は

全
国
的
な
傾
向
で
、
主
催
者
は
あ
の
手
こ

の
手
で
集
客
に
奔
走
し
て
い
る
。「
幼
少

期
か
ら
芸
術
文
化
を
愛
で
る
習
慣
を
」「
学

校
教
育
で
も
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
」
と

行
政
が
旗
振
り
し
て
い
る
も
の
の
、
す
ぐ

に
自
分
の
得
に
な
ら
な
い
も
の
、
お
金
が

か
か
っ
て
見
返
り
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
も
の
に
は
財
布
の
ひ
も
は
固
い
ご

時
世
だ
。
子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
入
館
料

無
料
に
し
て
、
県
内
の
文
化
施
設
は
来
場

者
を
待
っ
て
い
る
が
、
こ
の
無
料
作
戦
も

当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
い
、
有
難
み
も

無
く
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。

　

イ
マ
ー
シ
ブ
を
体
験

し
て
思
っ
た
の
は
、
こ

の
芸
術
に
は
相
当
な
お

金
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
。
千
人
、
千
五
百
人

収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
な

ら
数
千
円
の
入
場
料
で

採
算
は
取
れ
る
だ
ろ
う

が
、
イ
マ
ー
シ
ブ
の
場

合
、
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ

も
体
験
の
内
容
も
充
実

し
た
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
に
演
者
の
数
も
い

る
。
入
場
者
は
一
度
に
二
十
～
三
十
人
が

限
界
で
あ
る
。
入
場
料
は
当
然
高
く
…
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
高
知
に
持
っ
て
く

る
の
は
難
し
い
。
体
感
す
る
機
会
を
持
つ

こ
と
は
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ミ
ス

テ
リ
ー
や
バ
ー
チ
ャ
ル
が
ち
ょ
っ
と
し
た

ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
俗
世
間

を
忘
却
す
る
の
に
イ
マ
ー
シ
ブ
と
い
う
手

法
は
捨
て
が
た
い
。　
　
　
　
（
立
花
香
）

風俗歳時記 風俗歳時記 

イマーシブイマーシブ

©横山隆一／横山隆一記念まんが館
（1961年）



文化高知　No.242No.2421515

　

今号の表紙

　

昨
秋
は
柿
が
当
り
年
だ
っ
た
。
介
護
施
設

に
い
る
父
が
、
実
家
の
柿
の
木
が
気
に
な
っ

て
仕
方
な
い
ら
し
く
、
柿
の
話
ば
か
り
す
る
。

　

実
家
は
誰
も
住
ん
で
い
な
い
。
柿
は
庭
で

刈
り
重
ね
た
、
不
安
定
な
枝
葉
の
上
方
に

あ
っ
て
、
枝
切
り
バ
サ
ミ
が
う
ま
く
使
え
な

い
。

　

思
い
切
っ
て
庭
石
に
上
が
り
、
な
ん
と
か

届
く
範
囲
の
柿
を
採
る
。
娘
の
監
督
下
で
。

「
こ
け
て
ケ
ガ
し
て
も
、（
私
を
）
よ
う
運

ば
ん
」
と
、
す
ぐ
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
る
。
だ

い
ぶ
木
に
残
っ
た
が
、
七
十
個
の
柿
山
が
で

き
た
。
水
で
洗
い
、
少
し
見
栄
え
は
し
た
が
、

老
木
だ
か
ら
器
量
が
悪
い
。
身
内
の
家
を

回
っ
て
多
数
押
し
付
け
る
。
当
然
父
に
は
否

応
な
く
連
日
カ
ッ
ト
し
て
差
し
入
れ
た
。

　

父
が
植
え
た
柿
は
実
家
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
私
の
家
の
、
猫
の
額
の
シ
ワ
の
よ
う
な

「ゆきだるまづくり」

上岡　みら

　
柿

庭
に
も
植
え
た
。
父
の
畑
仲
間
に
頼
ん
で

枝
ぶ
り
を
低
く
剪
定
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

実
家
柿
の
在
庫
が
多
数
あ
り
、
採
果
を
迷
う
。

　

そ
ん
な
折
、
数
十
年
通
っ
た
理
髪
店
で
傘

寿
を
前
に
し
た
店
長
が
、
つ
い
に
店
を
た
た

む
と
言
う
。
こ
の
店
長
に
は
、
歴
史
の
秘

話
、
市
井
の
文
化
論
、
政
治
談
議
、
家
の
修

繕
、
競
馬
の
解
説
、
騰
が
る
株
ま
で
教
え
て

も
ら
っ
た
。
生
粋
の
土
佐
人
、異い

骨ご
っ

相そ
う

だ
。
父
、

私
、
息
子
三
代
が
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

最
後
の
散
髪
で
店
長
が
「
柿
が
赤
く
な
る

と
医
者
が
青
く
な
る
。柿
が
好
き
」と
ポ
ツ
っ

と
言
っ
た
。
店
長
、
私
の
前
で
そ
ん
な
こ
と

言
う
と
、
知
り
ま
せ
ん
よ
。
退
店
後
、
速
攻

で
家
の
柿
を
採
り
、
洗
い
も
せ
ず
、
息
せ
き

切
っ
て
再
来
店
。
二
〇
個
押
し
付
け
る
。
お

返
し
に
耳
か
き
な
ど
も
ら
い
、
得
す
る
。

　

翌
日
店
長
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
「
頂
い
た
柿
は
お
い
し
く
、
種
が
で

き
な
い
種
類
で
よ
か
っ
た
、
お
父
様
に
も
よ

ろ
し
く
」
と
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
た
。（

昌
）

　2月といえば節分、冬といえば雪だるま
という季節のモチーフを掛け合わせ、小鬼
が雪だるま作りを楽しむ、優しくて温かい
2月のワンシーンを描きました。

（かみおか　みら／
　龍馬デザイン ･ビューティ専門学校１年生）
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